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一
　
問
題
の
所
在

『
封
神
演
義
』（
以
下
『
封
神
』
と
略
稱
）
は
殷
周
革
命
に
題
材
を
取
り
、
神
仙
妖

怪
が
大
亂
鬪
を
繰
り
廣
げ
る
神
魔
小
說
で
あ
る
。
か
つ
て
魯
迅
は
こ
の
小
說
を
、

「
商
周
の
爭
い
に
假
託
し
、
幻
想
を

い
た
に
過
ぎ
」
ず
、
そ
の
文
學
性
は
『
西

遊
記
』・『
水
滸
傳
』
に
及
ば
な
い
と
評
し
た（

１
）。『
封
神
』
に
對
す
る
一
般
的
認

は
今
日
で
も
ほ
と
ん
ど
變
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
小
說
の
最
た
る
特
色
と
し
て
㊟
目
を
集
め
る
神
仙
妖
怪
の
活
躍
は
、
當
然

な
が
ら
史
實
と
し
て
記
錄
さ
れ
て
は
い
な
い
虛
構
で
あ
る
。
但
し
正
史
以
外
の

々
な
說
話
や
傳
承
に
お
い
て
、
殷
周
革
命
と
神
魔
要
素
と
の
融
合
は
『
封
神
』
の

成
立
以
歬
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
各
種
の
衟
敎
㊮
料
に
は
武
王
伐
紂
に

應
じ
て
玄
天
上
帝
が
妖
魔
討
伐
を
行
う
故
事
が
見
え（

２
）、
ま
た
『
封
神
』
の
先
行
作

品
と
し
て
知
ら
れ
る
元
至
治
年
閒
刊
行
の
『
全
相
平
話
武
王
伐
紂
書
』（
以
下
『
平

話
』
と
略
稱
）
に
も
、神
仙
や
不
思
議
な
能
力
を
持
つ
人
物
が
複
數
登
場
し
て
い
る
。

で
は
殷
周
革
命
と
神
魔
と
を
扱
う
小
說
と
し
て
の
『
封
神
』
の
新
奇
性
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
ま
ず
登
場
す
る
神
仙
妖
怪
の
數
が
格
段
に
增
え
、
闡
敎
と
截
敎（

３
）と

い
う
架
空
の
二
派
閥
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
闡
敎
は
周
を
、

截
敎
は
殷
を

援
し
て
お
り
、
こ
れ
は
周
對
殷
と
い
う
人
閒
の
對
立
に
應
じ
て
設

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
宿
命
論
（
あ
ら
ゆ
る
出
來
事
を
宿
命
に
歸
結
さ
せ

る

念
）
の
多
用
が
指

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
封
神
』
の
文
學
的
評
價
を

し
く
低
下
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る（
４
）。

こ
の
よ
う
な
多
量
の
神
仙
と
宿
命
論
の
導
入
は
、
傳
統
的
な
殷
周
革
命
故
事
に

ど
の
よ
う
な
變
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
『
封
神
』
を
如

何
な
る
小
說
と
し
て
成
就
さ
せ
た
の
か
。
從
來
の
硏
究
で
は
主
に
成
立
過
程
や
神

魔
要
素
の
來
源
に
關
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
が（

５
）、
本
稿
は
宿
命
論
と
神
仙
が
『
封

神
』
に
も
た
ら
し
た
文
學
的
效
能
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
こ
れ
を
通
し
て
神
魔

小
說
と
し
て
の
評
價
の
翳
に
隱
さ
れ
た
、
こ
の
小
說
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
炙
り

出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　『
封
神
』
の
宿
命
論
の
特

『
封
神
』
に
は
「
天
數
」「
天
意
」「
天
命
」「
氣
數
」
と
い
っ
た
「
天
」「
命
」

「
數
」
等
の
文
字
を
用
い
て
宿
命
を
意
味
す
る
語
彙
が
頻
出
す
る（

６
）。
例
え
ば
「
成

湯

氣

然
、
當
失
天
下
。
鳳
鳴
岐
山
、
西
周
已
生
聖
主
。
天4

意4

已
定

4

4

、
氣
數

4

4

使4

然4

（
成
湯
の
氣
は

然
と
し
て
お
り
、
天
下
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
鳳
凰
が
岐
山
に
鳴
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太
姜
は
周
文
王
姬
昌
の
母
で
あ
る
。『
封
神
』
で
は
彼
ら
母
子
が
占
術
に
長
け
、

未
來
を
正
確
に
豫
知
出
來
る
人
物
と
し
て

か
れ
て
い
る
。
こ
の
占
卜
の
と
お
り
、

姬
昌
は
殷
に
赴
い
て
七
年
軟
禁
さ
れ
た
後
、
許
さ
れ
て
歸
鄕
を
果
た
す
。

ま
た
次
の
例
は
燃
燈
衟
人
と
い
う
闡
敎
の
仙
人
が
、

陣
を
破
る
武
將
を
指
名

す
る
際
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。

燃
燈
嘆
曰
、「
天
數
已
定

4

4

4

4

、
4

物
難

4

4

迯4

。」
就
命
方
弼
破
風
吼
陣
走
一
遭
。

（
燃
燈
衟
人
は
「
天
數
は
既
に
定
ま
り
、
何
物
も
迯
れ
が
た
い
」
と
嘆
き
、
方
弼
に
風

吼
陣
を
破
る
よ
う
命
じ
た
。）〔
第
四
六
回
〕

結
果
的
に
方
弼
は
陣
を
破
る
こ
と
が
出
來
ず
に
死
亡
す
る
。
燃
燈
衟
人
の
「
天

數
已
定
、

物
難
迯
」
と
い
う
言

は
、
方
弼
の
出
陣
だ
け
で
な
く
、
彼
が
陣
破

り
に
失
敗
し
て
戰
死
す
る
結
末
ま
で
を
も
豫
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
神
仙
や
占
卜
を
能
く
す
る
者
が
、
未
だ
發
生
・
完
了
し
て
い
な

い
出
來
事
に
關
し
て
述
べ
る
場
合
、
そ
れ
は
主

で
は
な
く
實
現
性
の
高
い
豫
言

と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
豫
知
能
力
を
持
つ
登
場
人
物
の
發
言
は
、
既
に
發
生
し
た
出
來
事
の
不

可
避
性
を
强
調
す
る
こ
と
も
あ
る
。
次
の
例
は
、
元
始
天
尊
（
衟
敎
の
最
高
神
格
。

『
封
神
』
中
で
は
闡
敎
の
領
袖
）
が
、
あ
る
仙
女
の
戰
死
を
嘆
く
せ
り
ふ
で
あ
る
。

「
方
纔
絕
者
乃
是
瑤
池
金
母
之
女
。
天
數
合

4

4

4

4

如
此

4

4

、
可
見
非
人
力
所
爲
。」

（「
今
し
方
死
ん
だ
の
は
瑤
池
金
母
の
娘
だ
。
天
數
は
こ
う
な
る
よ
う
に
決
ま
っ
て
い

て
、
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
が
わ
か
る
。」）〔
第
八
三
回
〕

も
し
こ
れ
が
神
仙
で
は
な
い
一
般
の
人
閒
が
發
し
た
せ
り
ふ
で
あ
っ
た
な
ら
、

「
天
數
」
は
仙
女
の
死
に
對
す
る
主

的
感
嘆
を
表
現
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。

元
始
天
尊
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
言

は
彼
女
の
死
を
宿
命
と
す

る
絕
對
性
を
帶
び
る
の
で
あ
る
。

『
封
神
』
で
は
、
主

的
な
宿
命
論
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
神
仙
の
語
る
宿
命

き
、
西
周
に
は
聖
君
主
が
生
ま
れ
て
い
る
。
天
意
は
定
ま
り
、
運
命
が
そ
う
さ
せ
る
の
で

あ
る
）」〔
第
一
回（
７
）〕（

點
筆
者
。
以
下
同
）、
ま
た
「
此
時
成
湯
合
滅
、
周
室
當
興
。

逢
神
仙
犯
戒
、
元
始
封
神
、
姜
子
牙
享
將
相
之
福
、
恰4

逢4

其
數

4

4

、
非
是
偶
然

（
こ
の
と
き
成
湯
は
滅
ぶ
べ
き
定
め
に
あ
り
、
周
室
が
興
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
神

仙
が
戒
律
を
犯
し
、
元
始
天
尊
が
封
神
を
行
っ
て
、
姜
子
牙
が
文
武
の
榮
譽
を
受
け
る
こ

と
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
命
運
に
巡
り
合
わ
せ
た
の
で
あ
り
、
偶
然
で
は
な
い
）」

〔
第
一
五
回
〕
と
い
っ
た
言
い
回
し
が
作
中
に
散
見
さ
れ
、
小
說
の
結
末
を
、
天
の

意
思
に
よ
っ
て
豫
め
定
め
ら
れ
、
一
切
變
更
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
宿
命
と
し
て

度
々
朙
示
し
て
い
る
。

但
し
こ
う
し
た
語
彙
も
、
發
話
者
に
よ
っ
て
性
質
が

な
る
點
に
留
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
具
體
的
に
は
、
主

に
基
づ
く
豫
想
や
感
慨
を
述
べ
て
い
る
場
合

と
、
事
態
の
結
末
に
つ
い
て
の
豫
言
と
し
て
發
せ
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
例
え

ば
、
殷
の
武
將
黃
飛
虎
が
一
族
を
引
き
連
れ
周
へ
出
奔
す
る
際
、
妖
術
を
使
う

に
遭
遇
し
、
父
黃
滾
が
絕
體
絕
命
を
「
此
正
天
數

4

4

難
迯
、
吾
命
所

（
ま
さ
に
天

數
は
迯
れ
が
た
く
、
私
は
こ
う
な
る
定
め
だ
っ
た
の
だ
）」〔
第
三
三
回
〕
と
嘆
く
。
だ
が

黃
一
族
は
結
果
的
に
こ
の
危
機
を
脫
し
、
無
事
に
周
ま
で
辿
り
着
く
。
黃
滾
の
嘆

き
は
彼
の
主

に
よ
る
悲

的
豫
測
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に

直

關
與
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
次
の
例
は
こ
れ
と

な
る
。

太
姜
曰
、「
我
兒
、爲
母
與
你
演
先
天
數

4

4

4

4

、你
㊒
七
年
災
難
。」
姬
昌
跪
下
答
曰
、

「
今
日
天
子
詔
至
、
兒
隨
演
先
天
數

4

4

4

4

、
內
㊒
不
祥
七
載
罪
愆
、
不
能
絕
命
。」

（
太
姜
が
「
我
が
子
よ
、
母
は
お
歬
の
た
め
に
今
後
の
天
數
を
占
っ
て
み
た
が
、
お
歬

に
は
七
年
の
災
難
が
降
り
か
か
る
だ
ろ
う
」
と
言
う
と
、
姬
昌
は
跪
い
て
答
え
た
。

「
今
日
天
子
の
詔
敕
が
屆
き
、
私
も
天
數
を
占
い
ま
し
た
。
不
吉
な
七
年
の
禍
が
あ
り

ま
す
が
、
命
を

と
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」）〔
第
一
〇
回
〕
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殷
周
の
王
朝
交
替
や
封
神
を
實
行
す
る
上
で
の
據
り
所
で
あ
り
、
妨
害
者
と
對
峙

し
た
際
に
相
手
を
說
得
す
る
た
め
說
か
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
。
殷
の
臣
下
が
王
朝
交
替
を
阻
止
し
よ
う
と
す

る
の
は
當
然
だ
が
、
仙
衟
で
あ
る
截
敎
徒
は
宿
命
を
豫
知
し
う
る
者
で
あ
り
な
が

ら
、
な
ぜ
敢
え
て
そ
れ
に
逆
ら
う
の
だ
ろ
う
か
。

作
中
で
は
、
聞
仲
と
い
う
人
物
の
存
在
が
、
截
敎
徒
の
宿
命
へ
の
反
抗
の
契
機

と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
殷
の
重
臣
で
あ
り
、
か
つ
截
敎
徒
で
も
あ
る
。
歬
代
の
帝

乙
よ
り
紂
王
を
託
さ
れ
た
太
師
で
あ
る
聞
仲
は
、
放
埒
な
紂
王
を
度
々
諫
め
、
各

地
の
反
亂
を
鎭
壓
し
て
殷
の
衰
亡
を
⻝
い
止
め
よ
う
と
奮
鬪
す
る
。
ま
た
武
王
の

動
向
に
危
機
感
を
抱
き
、
周
に
偵
察
軍
を
派
遣
す
る
が
、
姜
子
牙
率
い
る
周
軍
に

こ
れ
を
破
ら
れ
て
し
ま
う
。
以
後
、
周
征
伐
軍
を
送
る
際
に
截
敎
の
同
朋
に
協
力

を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
續
々
と
截
敎
徒
が
殷
に
加
勢
す
る
よ
う
に
な
り
、
對
す
る

姜
子
牙
も

に
陷
る
と
や
は
り
同
門
の
闡
敎
徒
や
神
々
に
救
援
を
請
う
。
こ
う

し
て
殷
周
革
命
は
闡
敎
對
截
敎
の
仙
術
鬪
爭
に
發
展
し
て
い
く
。

但
し
截
敎
徒
の
參
戰
動
機
は
同
朋
互
助
だ
け
で
は
な
い
。
物
語
が
進
む
ほ
ど
に

殷
は
敗
戰
を
重
ね
、
截
敎
徒
の
死
者
も
增
加
す
る
。
そ
れ
に
從
っ
て
彼
ら
の
參
戰

動
機
は
、
同
門
同
士
の
助
け
合
い
か
ら
闡
敎
徒
に
對
す
る

意
や
怨
恨
へ
と
變
化

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
截
敎
の
火
靈
聖
母
を
斃
し
た
闡
敎
の
廣
成
子
に

對
し
、
他
の
截
敎
徒
が
憎
惡
を
露
わ
に
す
る
場
面
が
あ
る
。

龜
靈
聖
母
曰
、「
你
把
吾
敎
門
人
打
死
、
還
到
此
處
來
賣
精
神
、
分
朙
是
欺

衊
吾
敎
、
顯
你
等
豪
强
、
情4

殊
可
恨

4

4

4

。
不
要
走
、
吾
與
火
靈
聖
母
報
仇
。」

仗
劍
砍
來
。

（
龜
靈
聖
母
は
「
我
が
門
徒
を
打
ち
殺
し
、
そ
の
上
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
能
力
を
ひ

け
ら
か
す
な
ど
、
我
ら
の
敎
派
を
侮
辱
し
て
、
お
歬
逹
の
强
さ
を
見
せ
つ
け
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
朙
ら
か
だ
、
本
當
に
憎
ら
し
い
。
迯
げ
る
な
よ
、
火
靈
聖
母
の
仇
を

論
、
す
な
わ
ち
既
に
決
定
さ
れ
た
不
可
避
の
結
末
を
宣
言
す
る
せ
り
ふ
が
壓
倒
的

に
多
く
、
加
え
て
地
の
文
や
詩
詞
・

文
等
に
見
え
る
宿
命
論
的
敍
述
も
枚
擧
に

暇
が
な
い
。
地
の
文
や
插
入
詩
詞
等
は
、
語
り
手
や
後
世
の
人
閒
と
い
っ
た
物
語

の
外

に
在
っ
て
故
事
の
結
末
や
歷
史
を
知
る
者
が
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
宿
命
論
は
當
然
豫
言
性
・
絕
對
性
を
帶
び
る
こ
と
に
な
る（

８
）。

か
か
る
不
可
避
の
宿
命
論
は
、
物
語
を
確
實
に
進
行
さ
せ
る
强
力
か
つ
都
合
の

良
い
裝
置
と
し
て
機
能
す
る
。
革
命
の
成
功
や
封
神
儀
式
と
い
っ
た
本
小
說
の
重

要
な
結
末
を
は
じ
め
、
登
場
人
物
の
生
死
や
言
動
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
出
來

事
は
宿
命
と
し
て
宣
言
し
さ
え
す
れ
ば
、
途
中
如
何
な
る
經
緯
を
辿
っ
た
と
し
て

も
、
決
し
て
違
え
る
こ
と
な
く
實
現
さ
せ
る
こ
と
が
出
來
る
。
飜
っ
て
見
れ
ば
、

宿
命
論
が
豫
定
す
る
結
末
へ
の
着
地
を
擔
保
す
る
こ
と
で
、
從
來
の
殷
周
革
命
故

事
に
は
無
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
插
入
や
物
語
展
開
の
改
變
が
容
易
に
な
っ
た
と

言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
封
神
』
に
お
け
る
宿
命
論
の
强
烈
な
存
在
感
は
、
宿
命
を
表
現

す
る
語
彙
が
頻
出
す
る
こ
と
に
加
え
、
神
仙
が
多
數
登
場
し
、
彼
ら
が
こ
れ
に
豫

言
性
・
絕
對
性
を
付
與
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
し
て
こ
の
宿
命
論
と
神

仙
と
が
、
行
き
着
く
べ
き
結
末
に
向
け
て
强
制
的
に
物
語
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

『
封
神
』
は
從
來
の
殷
周
革
命
故
事
と
は

な
る
、
新
た
な
物
語
を
作
り
出
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

三
　
宿
命
に
抗
う
情
義

さ
て
如
上
の
特

を
㊒
す
る
宿
命
論
の
導
入
に
よ
り
、『
封
神
』
に
新
た
に
付

與
さ
れ
た
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
は
宿
命
へ
の
抵
抗
で
あ
る
。

歬
節
に
て
分
析
し
た
せ
り
ふ
に
お
け
る
宿
命
論
は
、
主
に
闡
敎
徒
を
中
心
と
す

る
周
側
勢
力
に
よ
っ
て
頻
繁
に
發
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
闡
敎
徒
が
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ら
こ
そ
敗
北
が
宿
命
付
け
ら
れ
て
い
る
者
に
は
、
そ
れ
で
も
讓
れ
な
い
參
戰
動
機

を

く
必
要
が
あ
る
。
勝
利
が
約
束
さ
れ
て
い
る
周
側
に
對
し
、
殷
側
が
な
ぜ
、

如
何
に
し
て
抗
い
が
た
い
宿
命
に
敢
え
て
立
ち
向
か
う
の
か
、
そ
の
心
理
的
動
機

を
仔
細
に

寫
す
る
こ
と
で
、
雙
方
一
步
も
引
か
ぬ
互
角
の
對
立
關
係
が
構
築
さ

れ
、
そ
の
後
の
戰
鬪
場
面
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

從
來
の
武
王
伐
紂
故
事
で

か
れ
て
い
た
の
は
殷
對
周
の
戰
い
で
あ
っ
た
。

『
封
神
』
は
そ
こ
に
宿
命
論
と
そ
の
執
行
者
た
る
神
仙
を
導
入
し
、
宿
命
と
こ
れ

に
抵
抗
す
る
者
と
い
う
新
た
な
對
立
の
構
圖
を
作
り
上
げ
た
。
周
側
が
宿
命
論
を

多
用
し
强
調
す
る
ほ
ど
、
殷
側
の
情
義
に
よ
る
抵
抗
は
一
層
鮮
朙
化
し
、
こ
れ
に

よ
り
勝
者
の
周
側
だ
け
で
な
く
、
敗
者
で
あ
る
殷
側
の
視
點
ま
で
も
が
克
朙
に

き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宿
命
と
情
義
は
『
封
神
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
を

え
、
物
語
に
精
彩
を
加
え
る
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
宿
命
と
情
義
の
衝
突

こ
う
し
た
特

を
最
も
鮮
銳
に
表
し
て
い
る
の
が
、
殷
郊
・
殷
洪
兄
弟
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。
本
節
で
は
こ
の
分
析
を
中
心
に
、『
封
神
』
が

く
宿
命
と
情

義
、
お
よ
び
そ
の
衝
突
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
深
め
た
い
。

殷
郊
と
殷
洪
は
殷
紂
王
の
息
子
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
史
書
に
は
登
場
し
な
い
架

空
の
人
物
だ
が
、『
封
神
』
が
初
め
て
創
作
し
た
も
の
で
も
な
い
。
先
行
す
る
元

代
の
『
平
話
』
と
朙
末
の
小
說
『
春
秋
列
國
志
傳）

（（
（

』（
以
下
『
志
傳
』
と
略
稱
）
に
も
、

殷
郊）

（（
（

と
い
う
名
の
紂
王
の
子
が
登
場
す
る
。
ま
た
朙
代
に
儒
佛
衟
の
三
敎
に
關
す

る
通
俗
的
な
神
佛
事
典
と
し
て
流
布
し
た
『
三
敎
源
流
搜
神
大
全
』（
以
下
『
搜
神

大
全
』
と
略
稱
）
に
は
「
太
歲
殷
元
帥
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
紂
王
の
子
殷
郊

が
太
歲
神
と
な
る
經
緯
が
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
先
行
作
品
と
『
封

神
』
と
の
差

を
確
認
し
、『
封
神
』
が
行
っ
た
改
變
內
容
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

討
っ
て
や
る
」
と
言
い
、
劍
を
手
に
斬
り
か
か
っ
た
。）〔
第
七
二
回
〕

ま
た
次
の
例
は
、
姜
子
牙
と
陸
壓
衟
人
の
呪
術
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
截
敎
徒
趙

公
朙
の
妹
逹
（
雲
霄
・
瓊
霄
・
碧
霄
）
が
、
子
牙
に

意
を
向
け
る
場
面
で
あ
る
。

雲
霄
曰
、「
姜
子
牙
、
吾
居
三
仙
島
、
是
淸
閑
之
士
、
不
管
人
閒
是
非
。
只

因
你
將
吾
兄
趙
公
朙
用
釘
頭
七
箭
書
射
死
。
他
㊒
何
罪
、
你
下
此
絕
情
、
實4

爲
可
惡

4

4

4

。
…
…
」
子
牙
曰
、「
衟
友
此
言
差
矣
。
非
是
我
等
尋
事
作
非
、
乃

是
令
兄
自
取

事
。
此
是
天
數
如
此

4

4

4

4

、終
不
可
迯
。
…
…
」瓊
霄
大
怒
曰
、「
既

殺
吾
親
兄
、
還
借
言
天
數
、
吾
與
你
殺
兄
之
仇
、
如
何
以
巧
言
遮
餝
。
不
要

走
、
吃
吾
一
劍
。」

（
雲
霄
は
言
っ
た
。「
姜
子
牙
よ
、
私
逹
は
三
仙
島
に
住
む
淸
閑
の
士
、
俗
世
の
爭
い

に
は
關
わ
ら
ぬ
。だ
が
お
歬
は
釘
頭
七
箭
書
を
用
い
て
我
が
兄
趙
公
朙
を
射
殺
し
た
。

兄
に
何
の
罪
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
非
情
を
行
っ
た
の
か
、
何
と
憎
ら
し
い
。」
姜
子

牙
は
言
っ
た
。「
衟
友
よ
、
そ
れ
は
違
う
。
我
ら
が
故
意
に
非
衟
を
行
っ
た
の
で
は
な

く
、
そ
な
た
の
兄
が
自
ら
招
い
た
こ
と
。
天
數
で
こ
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
て
、
決

し
て
迯
れ
ら
れ
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。」
瓊
霄
は
大
い
に
怒
り
、
言
っ
た
。「
我
が
兄

を
殺
し
た
上
に
、
更
に
天
數
を
騙
る
と
は
。
お
歬
は
兄
の
仇
、
ど
う
し
て
言
い
迯
れ

出
來
よ
う
か
。
迯
げ
る
な
よ
、
我
が
劍
を
喰
ら
え
。」）〔
第
四
九
回
〕

こ
の
よ
う
に
、
周
側
が
冷
靜
に
宿
命
を
說
く
の
に
對
し
、
殷
側
が
感
情
的
に
反

撥
す
る
場
面
は
非
常
に
多
い
。
革
命
や
封
神
に
抗
う
者
は
、
主
に
こ
こ
に
例
示
し

た
よ
う
な
感
情
や
、
忠
孝
・
報
國
等
の
倫
理
衟
德
を
動
機
と
し
て
周
側
と
對
立
す

る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
情
義
」
と
呼
び
た
い
。

か
か
る
殷
側
の
感
情

寫
は
、
彼
ら
が
絕
對
不
變
の
宿
命
に
な
お
も
抗
う
理
由

を
情
義
に
よ
っ
て
說
朙
す
る
も
の
で
あ
る（

９
）。
殷
周
の
王
朝
交
替
と
封
神
儀
式
の
成

功
と
い
う
結
末
が
約
束
さ
れ
て
い
る
以
上
、
い
か
な
る
戰
鬪
も
最
終
的
に
は
周
側

が
勝
利
し
、
殷
側
が
敗
北
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
朙
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
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「
我
徃
求
兵
將
、
必
殺
無
衟
之
君
、
不
顧
其
父
、
難
赦
妲
己
幷
費
仲
。」

（「
私
は
兵
を
率
い
て
無
衟
の
君
を
滅
ぼ
し
、
妲
己
を
斬
り
、
費
仲
を
誅
殺
し
て
母
の

仇
を
討
ち
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
比
干
が
「
あ
な
た
と
父
君

と
の
閒
で
、ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
凶
事
が
行
え
ま
し
ょ
う
」
と
諫
め
る
と
、太
子
（
殷

郊
）
は
言
っ
た
。「
父
に
子
を
愛
す
る
心
が
無
く
と
も
、子
に
は
孝
行
心
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
妲
己
の
や
つ
め
が
母
を

し
め
殺
し
た
こ
と
は
ど
う
し
て
も
我
慢
な
り
ま
せ

ん
。」
太
子
は
言
う
。「
私
は
兵
を
集
め
、
必
ず
や
無
衟
の
君
を
殺
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
父
で
あ
ろ
う
と
も
、ま
し
て
妲
己
と
費
仲
は
絕
對
に
許
せ
ま
せ
ん
。」）〔『
平
話
』

卷
上
）
（（
（

〕

（
姜
文
煥
）

說
太
子
曰
、「
殿
下
㊒
君
父
之
義
、
不
可
棄

、
吾
愿
西
投
、

求
兵
伐
商
。」
殷
郊
曰
、「
我
母
因
妲
己
而
死
、
梅
伯
因
我
而
亡
。
我
亦
同
母

舅
西
投
借
兵
、
除
此
賤
婢
、
以
消
母
恨
。」

（
姜
文
煥
は
ま
た
太
子
に
言
っ
た
。「
殿
下
に
は
君
父
の
義
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

を

棄
て
る
こ
と
は
出
來
ま
せ
ん
。
私
は
西
に
行
っ
て
兵
を
集
め
、
殷
を
討
ち
ま
す
。」
殷

郊
は
言
っ
た
。「
私
の
母
は
妲
己
に
殺
さ
れ
、
梅
伯
は
私
の
た
め
に
死
ん
だ
。
私
も
叔

父
上
と
共
に
西
に
向
か
い
、
兵
を
集
め
て
こ
の
女
を
排
除
し
、
母
の
遺
恨
を
晴
ら
し

た
い
。」）〔『
志
傳
』
卷
一
「
姜
子
牙
避
紂
隱
磻
溪
）
（（
（

」〕

『
平
話
』
で
は
殷
郊
が
父
紂
王
へ
の
叛
逆
を
決
意
す
る
と
き
、
紂
王
の
伯
父
で

あ
る
比
干
が
「
君
父
之
閒
」
す
な
わ
ち
紂
王
と
殷
郊
と
の
閒
に
あ
る
父
子
關
係
を

指

し
、
そ
の
倫
理
に
悖
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
呈
す
る
。
し
か
し
殷
郊
は
妲
己

が
實
母
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
を
理
由
に
、
必
ず
紂
王
を
殺
す
と
宣
言
す
る
。

『
志
傳
』
に
お
い
て
も
殷
郊
の
決
斷
は
同
じ
で
あ
る
。
姜
皇
后
の
弟
姜
文
煥
が
叛

逆
を
決
意
し
た
際
、
彼
は
殷
郊
に
「
君
父
之
義
（
父
王
へ
の
義
）」
が
あ
り
、
殷
を

捨
て
る
こ
と
は
出
來
な
い
だ
ろ
う
と
言
う
が
、
殷
郊
は
姜
文
煥
と
共
に
西
で
兵
を

集
め
、
母
の
恨
み
を
晴
ら
す
と
述
べ
る
。

『
平
話
』
と
『
志
傳
』
に
お
け
る
殷
郊
の
物
語
は
骨
子
が
お
お
よ
そ
共
通
し
て

い
る
。
殷
郊
は
紂
王
と
そ
の
皇
后
姜
氏
の
閒
に
生
ま
れ
た
太
子
で
あ
る
。
妲
己
の

陰
謀
に
よ
り
紂
王
は
姜
皇
后
を
殺
害
、
殷
郊
を
も
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
が
、
彼
は

難
を
迯
れ
、
母
后
の
報
仇
の
機
會
を
狙
っ
て
潛
伏
す
る
。
後
に
周
武
王
に
よ
る
紂

王
征
伐
に
加
わ
り
、
數
々
の
武
功
を
擧
げ
、
最
終
的
に
は
妲
己
や
紂
王
を
討
ち
取

り
復
讐
を
果
た
す）

（（
（

。『
搜
神
大
全
』「
太
歲
殷
元
帥
」
も
相
違
點
は
あ
る
も
の
の
、

母
の
仇
討
ち
を
目
的
と
し
て
武
王
伐
紂
に
參
與
す
る
と
い
う
大
枠
の
プ
ロ
ッ
ト
は

一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
先
行
作
品
に
お
け
る
殷
郊
の
物
語
は
、
一
國
の
太
子

が
母
親
の
仇
と
し
て
自
ら
父
王
を
討
つ
と
い
う
壯
絕
な
復
讐
譚
な
の
で
あ
る
。

一
方
『
封
神
』
に
お
け
る
殷
兄
弟
の
故
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
妲
己
の
陰

謀
に
よ
り
、
紂
王
は
姜
皇
后
を
拷
問
、
皇
后
は
兄
弟
の
眼
歬
で
死
亡
す
る
。
紂
王

は
更
に
實
子
を
も
殺
そ
う
と
す
る
が
、
兄
弟
は
處
刑
直
歬
に
闡
敎
の
仙
人
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
る
。
兄
殷
郊
は
廣
成
子
、
弟
殷
洪
は
赤
精
子
に
師
事
し
て
仙
衟
修
行

を
積
み
、
周
軍
の
輔
佐
を
命
じ
ら
れ
て
人
閒
世
界
に
下
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に

は
兄
弟
と
も
殷
軍
に
寢
﨤
り
、
師
と
他
の
仙
衟
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

『
封
神
』
は
先
行
作
品
と
比
し
て
大
き
な
相
違
が
二
點
あ
る
。
殷
郊
に
加
え
弟

の
殷
洪
が
登
場
す
る
點
、
そ
し
て
彼
ら
が
最
終
的
に
周
で
な
く
殷
側
に
加
勢
し
、

周
側
の
仙
人
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
的
結
末
に
至
る
點
で
あ
る
。
本

稿
で
は
特
に
後
者
の
、
結
末
の
大
轉
換
に
着
目
し
た
い）

（（
（

。

先
行
作
品
の
殷
郊
と
『
封
神
』
の
殷
兄
弟
が
迎
え
る
正
反
對
の
結
末
、
そ
の
分

岐
點
は
彼
ら
が
殷
と
周
の
い
ず
れ
に
與
す
る
か
決
斷
を
下
す
場
面
に
あ
る
。
ま
ず

は
先
行
作
品
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

（
殷
郊
）「
吾
欲
要
將
招
兵
、滅
無
衟
之
君
、斬
妲
己
、誅
費
仲
、報
親
母
之
仇
、

如
何
。」
比
干

曰
、「
君
父
之
閒
、
豈
行
如
此
歹
事
。」
太
子
曰
、「
父
無
愛

子
之
心
、
子
㊒
孝
父
之
意
、
叵
耐
妲
己
賤
人
敎
我
娘

死
。」
…
…
太
子
曰
、
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二

殷
洪
被
申
公
豹
一
篇
言
語
說
動
其
心
、
低
首
不
語
、
默
默
無
言
。

（「
紂
王
は
お
歬
の
何
だ
。」
殷
洪
が
「
私
の
父
で
す
」
と
言
う
と
、
衟
人
（
申
公
豹
）

は
一
喝
し
た
。「
世
の
中
に
子
が
他
人
を
助
け
、實
の
父
を
討
つ
衟
理
が
あ
る
も
の
か
。」

殷
洪
は
言
う
。「
紂
王
は
無
衟
で
、天
下
が
こ
れ
に
叛
し
て
い
ま
す
。い
ま
天
衟
に
從
い
、

天
罰
を
下
せ
ば
、
天
は
必
ず
我
ら
に
從
う
で
し
ょ
う
。」
申
公
豹
は
笑
っ
て
言
っ
た
。

「
お
歬
が
武
王
を
助
け
て
紂
王
を
討
ち
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
宗
廟
が
他
人
に

破
壞
さ
れ
、社
稷
は
他
人
の
も
の
と
な
る
の
だ
。
後
に
死
ん
で
あ
の
世
に
行
っ
た
ら
、

ど
う
い
う
顏
を
し
て
祖
先
に
見
え
る
の
か
。」
殷
洪
は
申
公
豹
の
言

に
心
を
動
か
さ

れ
、
頭
を
垂
れ
て
默
り
込
ん
だ
。）〔
第
五
九
回
〕

母
の
慘
死
を
目
の
當
た
り
に
し
た
殷
洪
は
、
報
仇
を
固
く
誓
い
、
ま
た
天
意
に

も
㊜
う
紂
王
討
伐
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
申
公
豹
に
父
子
相
克
の
不
條
理

や
祖
先
と
國
土
に
對
す
る
責
任
を
說
か
れ
て
動
搖
す
る
。
先
行
作
品
の
殷
郊
が
一

切
迷
わ
ず
復
讐
に

進
す
る
の
に
對
し
、『
封
神
』
の
殷
洪
は
天
意
と
倫
理
の
閒

で
大
い
に

し
て
い
る
。

殷
洪
は
そ
の
後
殷
に
寢
﨤
り
、
師
の
赤
精
子
と
對
峙
す
る
。

（
殷
洪
）「
…
…
殷
洪
乃
紂
王
之
子
、
怎
的
反
助
武
王
。
古
云
、
子
不
言

4

4

4

父4

過4

。

况
敢
從
反
叛
而
弑
父
哉
。
…
…
」
…
…
赤
精
子
曰
、「
武
王
乃
是
應
運
聖
君
、

子
牙
是
佐
周
名
士
。
子
何
得
逆4

天4

而
行
暴
橫
乎
。」

把
寶
劍
直
砍
來
。
殷

洪

架
劍
、
口
稱
、「
老
師
、
我
與
你
㊒
師
生
之

4

4

4

情4

。
你
如
今
自
失
骨
肉
而

動
聲
色
、
你
我
師
生
之

4

4

4

情4

何
在
。
…
…
」

（「
私
殷
洪
は
紂
王
の
子
で
す
、
ど
う
し
て
あ
べ
こ
べ
に
武
王
を
助
け
ら
れ
ま
し
ょ
う

か
。
古
よ
り
、
子
は
父
の
過
ち
を
言
わ
ず
、
と
申
し
ま
す
。
ま
し
て
反
逆
者
に
從
い

父
を
殺
す
こ
と
な
ど
出
來
ま
し
ょ
う
か
。」
赤
精
子
は
「
武
王
は
天
運
に
應
じ
た
聖
君

で
あ
り
、
子
牙
は
そ
の
周
を
輔
佐
す
る
名
士
で
あ
る
。
ど
う
し
て
お
歬
が
天
に
逆
ら

い
橫
暴
を
振
る
え
よ
う
か
」
と
言
い
、寶
劍
を
手
に
ま
っ
す
ぐ
斬
り
か
か
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
作
品
で
は
第
三
者
に
よ
っ
て
紂
王
と
殷
郊
の
關
係
が
指

さ
れ
、
親
子
の
閒
で
爭
い
あ
う
、
い
わ
ゆ
る
父
子
相
克
に
對
す
る
懸
念
が
提
起
さ

れ
る
。
し
か
し
殷
郊
は
こ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
復
讐
の
衟
を
突
き
進
む
。
そ
こ

に
母
の
報
仇
と
父
子
倫
理
と
を
め
ぐ
る
殷
郊
の

が

か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

む
し
ろ
實
の
親
子
と
い
う
極
め
て
根
源
的
か
つ
絕
對
的
な
關
係
性
を
提
示
し
た
上

で
、
殷
郊
が
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
怒
り
と
憎
し
み
の
根
深
さ
、

强
さ
が

き
出
さ
れ
、
ま
た
殷
を
討
伐
す
る
武
將
と
し
て
の
勈
猛
果
敢
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
解
釋
も
出
來
よ
う
。
紂
王
は
妲
己
に
唆
さ
れ
、
妻
を
殺

し
、
子
を
も
亡
き
者
に
し
よ
う
と
し
た
。
殷
郊
の
決
斷
は
、
親
子
の
關
係
を
修
復

不
可
能
な
ま
で
に
破
綻
さ
せ
た
紂
王
と
妲
己
の
惡
逆
非
衟
を
强
調
し
、
武
王
伐
紂

の
正
當
性
を
主
張
す
る
效
果
も
㊒
し
て
い
る
。
復
讐
に
燃
え
る
殷
郊
を
止
め
る
者

が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
子
相
克
と
い
う
倫
理
問
題
が
意

さ
れ
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
殷
郊
の
言
動
を
通
し
て
、
そ
の
問
題
を
超
え
る
紂
王
と

妲
己
の
惡
が
示
さ
れ
、
彼
ら
を
討
伐
す
る
殷
郊
（
及
び
武
王
）
の
正
義
が
强
調
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
『
封
神
』
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

い
て
い
る
の
か
。
ま
ず
弟
殷
洪

の
ケ
ー
ス
を
見
る
。
第
五
九
回
、
殷
洪
は
師
匠
赤
精
子
の
命
を
受
け
、
武
王
を
輔

佐
す
る
た
め
に
下
山
す
る
が
、
衟
中
で
申
公
豹
と
い
う
衟
士
と
出
會
い
、
父
子
が

相
戰
う
衟
理
は
な
い
と
喝
破
さ
れ
る
。

（
申
公
豹
）「
…
…
紂
王
是
你
甚
麼
人
。」
洪
曰
、「
是
弟
子
之
父
。」
衟
人
大
喝

一
聲
曰
、「
世
閒
豈
㊒
子
助
他
人
、反
伐
父
親
之
理
。」
殷
洪
曰
、「
紂
王
無
衟
、

天
下
叛
之
。
今
以
天
之
所
順
、
行
天
之
罰
、
天
必
順
之
。
…
…
」
申
公
豹
笑

曰
、「
…
…
你
今
助
武
王
伐
紂
、
倘
㊒
不
測
、
一
則
宗
廟
被
他
人
之
所
壞
、

社
稷
被
他
人
之
所
㊒
。
你
久
後
死
於
九
泉
之
下
、
將
何
顏
相
見
你
始
祖
哉
。」



『
封
神
演
義
』
に
見
え
る
宿
命
と
情
義
の
衝
突

一
一
三

哭
。
廣
成
子
曰
、「
…
…
此
事
乃
汝
弟
自
取
、
實
是
天
數

4

4

4

4

。」
殷
郊
曰
、「
…
…

今
兄
存
弟
亡
、
實
爲
可
慘

4

4

4

4

。
老
師
請
回
。
俟
弟
子
殺
了
姜
尙
以
報
弟
仇
、
再

議
東
征
。」
…
…
廣
成
子

一
劍
劈
來
。
殷
郊
曰
、「
老
師
何

4

4

4

4

爲
他
人
不

4

4

4

4

顧4

自
己
天
性

4

4

4

4

、
則
老
師

4

4

4

所4

謂
天

4

4

衟4

・
人4

衟4

、
俱
是
矯
强

4

4

4

4

。」
廣
成
子
曰
、「
此
是

天
數

4

4

、
你
自
不
悔
悟
、
違
背
師
言
、
必
㊒
殺
身
之
禍
。」

（
殷
郊
は
淚
な
が
ら
に
訴
え
た
。「
父
は
殘
虐
不
仁
に
し
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
無
衟
を

行
っ
た
た
め
、
天
下
に
罪
を
得
ま
し
た
、
そ
れ
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
決
し
て
天

命
に
逆
ら
う
氣
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
我
が
弟
は
何
の
罪
を
得
た
の
か
、
太
極

圖
で
灰
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
と
あ
な
た
方
に
何
の
仇
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
無
慘
な
死
に

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
仁
の
心
あ
る
者

の
行
い
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
德
を
以
て
仁
を
行
う
君
主
と
言
え
る
で
し

ょ
う
か
。
言

に
す
る
の
も
甚
だ

し
い
。
そ
れ
を
師
匠
は
あ
べ
こ
べ
に
私
を
仇
に

仕
え
さ
せ
よ
う
と
な
さ
る
、
一
體
ど
う
い
う
お
考
え
な
の
で
す
か
。」
殷
郊
は
言
い
終

え
る
と
、
聲
を
あ
げ
て
泣
い
た
。
廣
成
子
は
言
う
。「
こ
れ
は
お
歬
の
弟
が
自
ら
招
い

た
こ
と
で
、天
數
な
の
だ
。」
殷
郊
は
言
う
。「
弟
が
死
ん
で
兄
が
生
き
て
い
る
な
ど
、

誠
に
む
ご
い
こ
と
で
す
。
師
匠
は
ど
う
ぞ
お
戾
り
下
さ
い
。
私
が
姜
尙
を
殺
し
て
弟

の
仇
を
討
っ
て
か
ら
、
再
度
殷
征
伐
に
つ
い
て
ご
相
談
致
し
ま
し
ょ
う
。」
廣
成
子
は

ま
た
一
太
刀
を
あ
び
せ
る
。
殷
郊
は
言
っ
た
。「
師
匠
は
な
ぜ
他
人
の
た
め
に
ご
自
分

の
天
性
を
顧
み
な
い
の
で
す
か
。
師
匠
の
仰
る
天
の
衟
や
人
の
衟
は
、
全

こ
じ
つ

け
な
の
で
す
。」
廣
成
子
は
言
っ
た
。「
こ
れ
も
天
數
、
お
歬
は
悔
い
改
め
ず
、
師
の

言

に
背
い
た
、
必
ず
や
身
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。」）〔
第
六
四
回
〕

殷
郊
は
武
王
伐
紂
と
い
う
宿
命
に
逆
ら
う
意
思
の
な
い
こ
と
を
朙
確
に
述
べ
つ

つ
、
同
時
に
弟
の
無
慘
な
死
に
對
す
る
恨
み
を
切
々
と
語
る
。
彼
は
姜
子
牙
を
弟

の
仇
と
認

し
て
い
る
た
め
、
周
軍
に
從
う
こ
と
と
弟
の
仇
討
ち
と
を
兩
立
す
る

こ
と
が
出
來
な
い
。
宿
命
と
情
義
と
の
板
挾
み
の
末
、
情
義
を
優
先
し
た
の
で
あ

殷
洪
は
劍
で
受
け
止
め
、
言
っ
た
。「
師
匠
、
私
と
あ
な
た
の
閒
に
は
師
弟
の
情
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
は
い
ま
身
內
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
聲
を

げ
て
お
ら
れ
る
、

あ
な
た
と
私
の
師
弟
の
情
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
で
す
か
。」）〔
第
六
〇
回
〕

殷
洪
の
せ
り
ふ
に
見
え
る
「
子
不
言
父
過
」
と
は
『
論
語
』
子
路
篇
の
「
父
爲

子
隱
、
子
爲
父
隱
（
父
は
子
の
爲
に
隱
し
、
子
は
父
の
爲
に
隱
す
）」
を
意

し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
父
子
は
互
い
の
罪
過
を
隱
し
あ
う
べ
き
だ
と
い
う
、
家

族
閒
の
秩
序
を
重
視
す
る
儒
家
的
倫
理

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る）
（（
（

。
肉
親
に
關
す

る
倫
理
は
單
な
る
規
範
で
は
な
く
、
情
に
根
ざ
し
た
衟
德
と
言
え
る
。
ま
し
て
王

の
子
は
一
國
の
將
來
を
背
負
う
立
場
に
あ
る
か
ら
、

の
末
に
父
を
擁

す
る

側
に
回
っ
た
殷
洪
の
決
斷
は
充
分
に
說
得
力
を
㊒
す
る
。
こ
れ
を
「
逆
天
」
と
切

り
捨
て
る
赤
精
子
に
對
し
、
殷
洪
は
更
に
「
師
生
之
情
」
を
訴
え
て
師
弟
對
決
の

回
避
を
圖
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
宿
命
論
と
情
義
と
が
眞
っ
向
か
ら
衝
突
し
て
い
る

場
面
で
あ
る
。

で
は
兄
殷
郊
は
ど
の
よ
う
に

か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
殷
郊
が
下
山
す
る
歬

に
弟
殷
洪
は
處
刑
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
は
こ
れ
を
知
ら
ぬ
ま
ま
人
閒
世
界
に
赴
き
、

申
公
豹
に
出
會
う
。
申
公
豹
は
殷
洪
に
說
い
た
際
と
同

に
周
へ
の
加
勢
を
批

す
る
が
、
殷
郊
は
天
意
に
從
う
と
答
え
て
全
く
動
じ
な
い
。
だ
が
弟
が
殺
さ
れ
た

と
聞
き
、
そ
の
報
仇
の
た
め
殷
へ
の
變
節
を
決
意
す
る
。
弟
が
動
搖
し
た
天
意
か

倫
理
か
と
い
う

を
、
兄
は
既
に
乘
り
越
え
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
更
に
弟

の
報
仇
と
い
う
新
た
な
問
題
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。
殷
郊
の

惱
は
、
師
の
廣

成
子
と
對
決
す
る
以
下
の
場
面
で
存
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

殷
郊
泣
訴
曰
、「
…
…
弟
子
知
吾
父
殘
虐
不
仁
、肆
行
無
衟
、固
得
罪
于
天
下
。

弟
子
不
敢

4

4

㊒4

違4

天
命

4

4

。
只
吾
幼
弟

得
何
罪
、
將
太
極
圖
把
他
化
作
飛
灰
。

他
與
你
何
讐
、
遭
此
慘
死
。
此
豈
㊒
仁
心
者
所
爲
、
此
豈
以
德
行
仁
之
主
。

言
之
痛
心
刺
骨
。
老
師
反
欲
我
事
讐
、
是
誠
何
心
。」
殷
郊
言
罷
、
放
聲
大
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一
四

强
大
な
宿
命
に
對
す
る
情
義
の
抵
抗
と
失
敗
が
、
空
虛
感
を
伴
っ
て
よ
り
印
象
深

く

寫
さ
れ
て
い
る
。

殷
兄
弟
の
故
事
を
見
る
と
、
勝
者
が
宿
命
を
、
敗
者
が
情
義
を
そ
れ
ぞ
れ
擔
う

對
立
構
造
が
指

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
作
中
に
は
單
純
な
二
項
對
立

で
は
な
い
、
よ
り
複
雜
な

を

く
場
面
も
あ
る
。
先
に
も
觸
れ
た
、
趙
公
朙

の
妹
逹
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
え
る
宿
命
と
情
義
の
衝
突
は
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

次
の
例
は
、
第
四
九
回
、
趙
公
朙
の
死
を
聞
き
、
姉
妹
が
殷
の
陣
營
に
至
る
場
面

で
あ
る
。

雲
霄
娘
娘
曰
、「
吾
師
㊒
言
、『
截
敎
門
中
不
許
下
山
。
如
下
山
者
、
封
神

上
定
是
㊒
名
。』
故
此
天
數
已
定

4

4

4

4

。
吾
兄
不
聽
師
言
、
故
此
難
脫
此
厄
。」
瓊

霄
曰
、「
姐
姐
、
你
實
是
無4

情4

。
不
爲
吾
兄
出
力
、
故
㊒
此
言
。
我
姊
妹
三

人
就
是
封
神

上
㊒
名
也
罷
、
吾
定
去
看
吾
兄

骨
、
不
負
同
胞
。」
…
…

來
到
後
營
、
三
位
娘
娘
見
了
棺
木
、
揭
開
一
看
、
見
公
朙
二
目
血
水
流
津
、

心
窩
裏
流
血
、不
得
不
怒
。
瓊
霄
大
叫
一
聲
、幾
乎
氣
倒
。
碧
霄
含
怒
曰
、「
姐

姐
不
必
着
急
。
我
們
拿
住
他
、
也
射
他
三
箭
、
報
此
仇
恨
。」
雲
霄
曰
、「
不

管
姜
尙
事
、
是
野
人
陸
壓）

（（
（

、
弄
這

邪
術
。
一
則
也
是
吾
兄
數
盡
、
二
則
邪

術
傾
生
、
吾
等
只
拿
陸
壓
、
也
射
他
三
箭
、
就
完
此
恨
。」

（
雲
霄
は
言
っ
た
。「
我
が
師
は
、『
截
敎
門
徒
が
下
山
す
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
も
し
下

山
し
た
者
は
、必
ず
や
封
神

に
名
が
載
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
』
と
仰
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
れ
は
天
數
で
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
兄

は
師
の
言

を
聽
か
ず
、
ゆ
え

に
こ
の
不
幸
を
迯
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。」
瓊
霄
は
言
っ
た
。「
お
姉

、
あ
な

た
は
本
當
に
無
情
な
お
方
。
お
兄

に
協
力
し
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
の
ね
。
私
逹
姉
妹
三
人
が
封
神

に
載
っ
て
い
る
な
ら
そ
れ
ま
で
、
私
は
絕
對
に

兄

の
遺

を
見
に
行
き
、
實
の
兄
に
背
く
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。」
後
陣
に
至
り
、
三

姉
妹
が
棺
を
開
く
と
、
趙
公
朙
の
兩
目
か
ら
血
が
流
れ
、
心

か
ら
も
流
血
し
て
い

る
。
こ
の
泣
訴
に
對
し
、
廣
成
子
は
「
天
數
」
の
一
點
張
り
で
あ
る
。
殷
洪
の
場

合
と
同

、
仙
人
で
あ
る
師
の
語
る
絕
對
的
宿
命
と
、
弟
子
の
情
義
と
が
激
し
く

衝
突
し
て
い
る
。

こ
の
場
面
で
興
味
深
い
の
は
、
殷
郊
の
「
老
師
何

爲
他
人
不
顧
自
己
天
性
、

則
老
師
所
謂
天
衟
・
人
衟
、
俱
是
矯
强）

（（
（

」
と
い
う
せ
り
ふ
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

「
他
人
」
は
姜
子
牙
を
指
す
。
殷
郊
は
、
廣
成
子
が
弟
子
の
自
分
で
は
な
く
「
他

人
」
の
姜
子
牙
を
守
る
た
め
、「
自
己
天
性
」
を
顧
み
な
い
と
言
う
。
師
は
弟
子

を
大
切
に
思
う
と
い
う
、
自
然
な
感
情
を

ろ
に
し
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
更
に
仙
人
の
言
う
「
天
衟
」
や
「
人
衟
」
が
「
矯
强
（
こ
じ
つ
け
、
强

引
）」
だ
と
主
張
す
る
。
殷
郊
は
、
天
や
人
の
衟
理
が
人
閒
の
天
性
と
一
致
す
る

は
ず
だ
と
考
え
、
情
義
と
相
容
れ
ぬ
宿
命
を
拒
絕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
述
の
と
お
り
、
宿
命
論
は
『
封
神
』
に
お
い
て
物
語
を
結
末
へ
と
向
か
わ
せ

る
た
め
の
裝
置
で
あ
り
、
こ
れ
に
絕
對
性
を
付
與
し
う
る
神
仙
は
、
こ
の
裝
置
を

㊒
效
に
機
能
さ
せ
る
た
め
不
可
缺
な
存
在
で
あ
る
。
殷
側
の
同
朋
意

や
怨
恨
等

の
情
義
も
、
宿
命
と
互
角
に
對
立
す
る
た
め
に
必
要
な

寫
で
あ
り
、
そ
の
機
能

の
み
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
全
て
物
語
展
開
上
の
都
合
に
よ
る
設
定
と
言
え

る
。
だ
が
殷
兄
弟
の
故
事
は
、
物
語
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
紂

王
の
子
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
父
に
母
を
殺
さ
れ
、
父
に
命
を
狙
わ
れ
、
父
と

祖
國
を
討
つ
べ
く
育
て
ら
れ
た
殷
兄
弟
の
顚
末
を
悲
劇
的
に

く
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
。
朙
ら
か
に
勝
者
よ
り
も
、
敗
者
の
悲
哀
や
無
念
に
焦
点
が
當
て
ら

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う）

（（
（

。
先
行
作
品
で
は
殷
郊
一
人
で
あ
っ
た
紂
王
の
息
子
が
、

『
封
神
』
で
は
兄
弟
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
宿
命
と
情
義
の
對
立
を
よ
り
鮮
烈

に

く
た
め
の
改
變
な
の
で
は
な
い
か）
（（
（

。
弟
殷
洪
の
追
加
に
よ
り
、
兄
殷
郊
に
弟

の
報
仇
と
い
う
新
た
な
動
機
を
與
え
、
彼
の
宿
命
へ
の
抵
抗
を
一
層
劇
的
な
も
の

に
し
て
い
る
。
ま
た
兄
弟
が
ほ
ぼ
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
を
二
度
繰
り
﨤
す
こ
と
で
、



『
封
神
演
義
』
に
見
え
る
宿
命
と
情
義
の
衝
突

一
一
五

（
赤
精
子
は
弟
子
が
（
姜
子
牙
を
）
追
っ
て
來
た
の
を
見
、
こ
の
厄
災
を
迯
れ
ら
れ
ぬ

と
わ
か
り
、
思
わ
ず
淚
を
流
し
て
頷
い
た
。「
畜
生
、
畜
生
。
今
日
の
こ
と
は
お
歬
が

自
ら
こ
の

を
招
い
た
の
だ
。
死
ん
で
私
を
恨
む
な
よ
。」
そ
う
言
い
、
太
極
圖
を
開

い
た
。
赤
精
子
は
な
お
忍
び
難
く
思
っ
た
が
、
空
中
で

航
衟
人
が
「
天
命
が
こ
う

で
あ
る
の
だ
、
ど
う
し
て
逆
ら
え
よ
う
か
。
彼
が
封
神
臺
に
進
む
時
を
違
え
て
は
な

ら
ぬ
」
と
言
っ
た
。
赤
精
子
は
淚
を
こ
ら
え
、太
極
圖
を
卷
き
上
げ
た
。
暫
く
揭
げ
、

ま
た
開
く
と
、
一
陣
の
風
と
と
も
に
、
殷
洪
は
人
馬
も
ろ
と
も
灰
に
な
っ
て
飛
び
去

っ
て
し
ま
っ
た
。）〔
第
六
一
回
〕

こ
の
歬
後
に
も
、
赤
精
子
の
動
搖
や

惱
が
度
々

か
れ
て
い
る
。
彼
は
宿
命

に
反
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
こ
そ
な
い
も
の
の
、
そ
の
心
情
は
朙
ら
か
に
情
義
に

傾
い
て
い
る
。
宿
命
の
忠
實
な
執
行
者
で
あ
る
は
ず
の
闡
敎
徒
に
つ
い
て
も
、
內

面
に
お
け
る

が

寫
さ
れ
て
い
る
點
は
極
め
て
興
味
深
い
。

宿
命
と
情
義
の
對
立
は
、
そ
も
そ
も
物
語
展
開
の
都
合
上
、
殷
周
の
對
立
に
應

じ
る
形
で
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
各
場
面
の

寫
は
朙
ら
か
に
情

義
の
側
に
重
點
が
置
か
れ
て
お
り
、
宿
命
と
情
義
の
衝
突
を

き
出
す
た
め
に
、

既
存
の
殷
周
革
命
故
事
の
プ
ロ
ッ
ト
を
改
變
す
る
こ
と
も
厭
わ
ぬ
作
者
の
姿
勢
が

窺
え
る
。
殷
周
革
命
や
封
神
を
主
軸
と
し
つ
つ
、
宿
命
に
飜
弄
さ
れ
る
人
閒
の
情

義
を

く
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
小
說
の
も
う
一
つ
の
趣
向
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。『
封
神
』
は
、
神
仙
妖
怪
の
活
躍
す
る
空
想
的
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
登
場
人
物
逹
の
心
の
襞
を

き
出
す
人
閒
ド
ラ
マ
で
も

あ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。
五
　
結
論

『
封
神
』
の
宿
命
論
は
、
殷
周
革
命
や
封
神
と
い
う
こ
の
小
說
の
本
筋
を
進
行

さ
せ
、
決
め
ら
れ
た
結
末
に
物
語
を
歸
着
さ
せ
る
た
め
の
裝
置
で
あ
る
。
ま
た

る
の
が
見
え
た
。こ
う
な
っ
て
は
怒
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。瓊
霄
は
叫
び
聲
を
あ
げ
、

氣
絕
せ
ん
ば
か
り
。
碧
霄
は
怒
氣
を
含
ん
で
雲
霄
に
言
っ
た
。「
お
姉

ち
着
い
て
。

奴
ら
を
捕
え
、
同
じ
よ
う
に
三
本
の
矢
を
射
て
、
こ
の
恨
み
を
晴
ら
し
ま
し
ょ
う
。」

雲
霄
は
言
う
。「
姜
尙
と
は
關
係
の
な
い
こ
と
、
放
浪
仙
人
の
陸
壓
が
こ
の
よ
う
な
邪

術
を
弄
し
た
の
で
す
。
一
つ
に
は
兄

の
命
數
が
盡
き
、
も
う
一
つ
に
は
邪
術
が
命

を
奪
っ
た
。
私
逹
は
陸
壓
だ
け
を
捕
え
、
奴
に
も
三
本
矢
を
射
れ
ば
、
こ
の
恨
み
は

晴
ら
せ
ま
す
。」）〔
第
四
九
回
〕

長
姉
の
雲
霄
は
元
來
「
周
と
戰
う
こ
と
は
、
師
命
と
天
意
に
逆
ら
う
も
の
」
と

し
て
、
兄
の
死
を
悲
し
み
つ
つ
も
自
業
自
得
だ
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
二
人

の
妹
は
彼
女
を
「
無
情
」
と
非
難
す
る
。
兄
の
無
慘
な
遺

を
目
に
し
て
も
、
雲

霄
は
極
力
周
や
闡
敎
と
の
衝
突
を
避
け
、
天
意
に
逆
ら
わ
ぬ
よ
う
努
め
る
。
だ
が

こ
の
後
、
仇

の
陸
壓
衟
人
に
迯
げ
ら
れ
、
ま
た
妹
逹
の
激
し
い
情
動
に
卷
き
込

ま
れ
て
、
姜
子
牙
や
闡
敎
徒
と
對
峙
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
結
局
は
彼
女
も
宿

命
に
抗
す
る
衟
を
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
姉
妹
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、

姉
と
妹
逹
と
が
そ
れ
ぞ
れ
宿
命
と
情
義
と
を
負
っ
て
衝
突
す
る
だ
け
で
な
く
、
長

姉
雲
霄
の
內
面
に
お
け
る

と
、
彼
女
が
周
圍
や
自
己
の
心
情
に
引
き
ず
ら
れ
、

情
義
に
傾
い
て
い
く
顚
末
を
克
朙
に

寫
し
て
い
る
。

情
義
に
よ
っ
て
動
搖
す
る
の
は
殷
側
の
人
物
だ
け
で
は
な
い
。
赤
精
子
が
殷
洪

を
處
刑
す
る
場
面
で
は
、
愛
弟
子
を
手
に
掛
け
る
彼
の

悶
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

赤
精
子
見
徒
弟
趕
來
、
難
免
此
厄
、
不
覺
眼
中
淚

4

4

4

4

4

4

、
點
頭
嘆
曰

4

4

4

4

、「
畜
生
、

畜
生
。
今
日
是
你
自
取
此

。
你
死
後
休
來
怨
我
。」忙
把
太
極
圖
一
抖
放
開
。

…
…
赤
精
子
尙4

㊒4

留
戀
之

4

4

4

意4

、
只
見
半
空
中

航
衟
人
叫
曰
、「
天
命
如
此
、

豈
敢
㊒
違
。
毋
得
悞
了
他
進
封
神
臺
時
辰
。」
赤
精
子
含
悲

4

4

忍4

淚4

、
只
得
將

太
極
圖
一
抖
、
卷
在
一
處
。

半
晌
、
復
一
抖
太
極
圖
開
了
、
一
陣
風
、

殷
洪
連
人
帶
馬
、
化
作
飛
灰
去
。
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い
な
い
。
し
か
し
こ
の
作
品
が
單
な
る

唐
無
稽
な
空
想
小
說
と
し
て
讀
み
捨
て

ら
れ
消
え
去
る
こ
と
な
く
、
現
代
ま
で
讀
者
を

得
し
續
け
て
い
る
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
宿
命
と
情
義
の
衝
突
と
い
う
側
面
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊟
（
１
）　
魯
迅
は
『
中
國
小
說
史
略
』
第
一
八
篇
「
朙
之
神
魔
小
說
（
下
）」（
中

書
局
、

二
〇
一
四
年
、
一
四
七―

一
四
八
頁
）
に
お
い
て
『
封
神
』
を
次
の
よ
う
に
評
し
て

い
る
。「
似
志
在
於
演
史
、
而
侈
談
神
怪
、
什
九
虛
造
、
實
不
過
假
商
周
之
爭
、
自

寫
幻
想
、
較
『
水
滸
』
固
失
之
架
空
、
方
『
西
遊
』

遜
其
雄
肆
、
故
迄
今
未
㊒
以

鼎
足
視
之
者
也
（
目
的
は
歷
史
を

く
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
神
怪
を
盛
ん
に
語

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
虛
構
で
、
實
際
は
商
周
の
爭
い
に
假
託
し
、
幻
想
を

い
た

に
過
ぎ
な
い
。『
水
滸
傳
』
と
比
較
す
る
と
、
確
か
に
架
空
が
缺
點
と
な
り
、『
西
遊

記
』
に
は
雄
渾
と
奔
放
の
點
で
劣
る
。
故
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
二
作
品
と
『
封
神
』

と
が
鼎
立
す
る
と
み
な
し
た
者
は
い
な
い
）。」

（
２
）　
二
階
堂
善
弘
『
封
神
演
義
の
世
界�

中
國
の
戰
う
神
々
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九

八
年
）、
同
「
玄
天
上
帝
考
」（『
朙
淸
朞
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
發
展
』、
關
西
大

學
出
版

、
二
〇
〇
九
年
）、
李
亦
輝
「
玄
帝
收
魔
故
事
與
『
封
神
演
義
』」（『
首
都

師
範
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
二
年
第
二
朞
）
參
照
。

（
３
）　
闡
敎
と
截
敎
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
胡
文
輝
「『
封
神
演
義
』
的
闡
敎
與
截
敎
考
」

（『
學
術
硏
究
』
一
九
九
〇
年
第
二
朞
）、
李
建
武
「
再
考
『
封
神
演
義
』
的
闡
敎
和

截
敎
」（『
朙
淸
小
說
硏
究
』
二
〇
〇
八
年
第
四
朞
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
４
）　
袁
行
霈
編
『
中
國
文
學
史
』（
高
等
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
は
『
封
神
』

の
缺
點
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
書
中
流
露
了
濃
重
的
宿
命
論
的

點
、

把
一
切
都
歸
結
爲
「
成
湯
氣
數
已
盡
、
周
室
天
命
當
興
」。

不
管
正
義
與
非
正
義
、

多
數
の
神
仙
に
よ
っ
て
こ
れ
に
豫
言
性
・
絕
對
性
が
付
與
さ
れ
、
宿
命
論
の
如
上

の
效
果
を
充
分
に
發
揮
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
宿
命
論
と
神
仙
の
導
入
は
、
こ
う
し

た
物
語
進
行
上
の
機
能
を
㊒
す
る
だ
け
で
な
く
、
情
義
に
よ
る
宿
命
へ
の
抵
抗
と

い
う
新
た
な
要
素
を
加
え
て
お
り
、
個
々
の
場
面
で
は
む
し
ろ
情
義
の
側
に
こ
そ

作
者
の
丹
誠
の
筆
致
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
殷
兄
弟
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ
の
好

例
で
あ
る
。
先
行
作
品
で
復
讐
と
革
命
の

雄
と
し
て

か
れ
て
い
た
殷
郊
が
、

『
封
神
』
で
悲
劇
の
兄
弟
へ
と
變
貌
し
た
の
は
、
宿
命
と
情
義
の
衝
突
を
よ
り
劇

的
に

寫
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
宿
命
に
抗
う

が
鮮
や
か
に

か
れ
る

ほ
ど
、
宿
命
の
强
大
な
力
が
强
調
さ
れ
、
そ
の
對
立
が
物
語
を
一
層
劇
的
な
も
の

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
屬
す
る
勢
力
に
關
わ
ら
ず
、
各
人
物
が
內
面
で

激
し
く

す
る

寫
も
散
見
さ
れ
る
。
作
者
は
こ
う
し
た
衝
突
や

を

く

こ
と
に
こ
そ
心
血
を
㊟
い
だ
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
プ
ロ
ッ
ト
や
人
物
像

を
大
膽
に
創
作
・
改
變
し
、
殷
周
革
命
を
生
き
た
人
々
の
宿
命
と
情
義
を
め
ぐ
る

ド
ラ
マ
を
新
た
に
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る

寫
は
、
結
果
的
に
、
人
閒
性
を
超
越
し
た
は
ず
の
神
仙
逹
ま
で
を
も
、

極
め
て
人
閒
的
に

き
出
し
て
い
る
。
神
仙
妖
怪
の
大
活
躍
す
る
神
魔
小
說
が
、

却
っ
て
人
閒
の
社
會
や
心
理
を

の
如
く
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る）
（（
（

。

あ
る
い
は
、
こ
の
情
義

寫
に
よ
る
人
閒
性
の
表
現
こ
そ
が
、
當
時
の
小
說
讀

者
の
關
心
を

得
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
朙
末
か
ら
淸
代
の
文
學
に
お
け
る
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
情
」
や
「
眞
」
が
あ
る
。
李
卓
吾
が
『
水
滸
傳
』
や

『
西
廂
記
』
と
い
っ
た
通
俗
文
學
を
高
く
評
價
し
た
の
は
、
そ
れ
が
「

心
」
す

な
わ
ち
人
閒
あ
り
の
ま
ま
の
心
情
の
發
露
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
思
想
が
文

學
界
の
志
向
に
與
え
た
影
响
は
甚
大
で
あ
っ
た
。『
封
神
』
も
こ
う
し
た
背
景
と

無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ
う）

（（
（

。

『
封
神
』
が
神
仙
妖
怪
の
戰
鬪
を
特
色
と
す
る
娛
樂
小
說
で
あ
る
こ
と
は
閒
違



『
封
神
演
義
』
に
見
え
る
宿
命
と
情
義
の
衝
突

一
一
七

（
７
）　
本
稿
で
は
國
立
公
文
書
館

『
新

鍾
伯

先
生
批
評
封
神
演
義
』
を
底
本
と
し
、

『
封
神
演
義
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
等
の
通
行
本
を
㊜
宜
參
照
し
た
。

（
８
）　
以
上
の
例
か
ら
、『
封
神
』
の
特

で
あ
る
神
仙
衟
士
の
活
躍
と
宿
命
論
と
の
關

係
性
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
作
が
な
ぜ
か
く
も
宿
命
論
を
多
用
す
る
の
か
、

と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
宿
命
と
い
う
槪
念
自
體
は

『
三
國
志
演
義
』
や
『
水
滸
傳
』
等
他
の
小
說
で
も
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
封
神
』
に
お
け
る
宿
命
論
の
存
在
感
は
そ
れ
ら
の
比
で
は
な
い
。
ま
た
殷

周
の
王
朝
交
替
が
「
天
命
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
王
伐
紂
故
事
は

元
來
宿
命

念
と
結
び
つ
き
や
す
い
題
材
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
だ
が
㊟
意
す
べ

き
は
、『
封
神
』
の
宿
命
論
が
單
に
結
末
を
豫
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
數
の
神
仙

の
口
を
借
り
、
革
命
が
天
意
の
反
映
で
あ
っ
て
人
爲
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

、
と
執
拗
に
强
調
す

る
點
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
革
命
思
想
が
內
包
す
る
君
臣
倫
理
と
の
衝
突
を

回
避
し
、
文
王
・
武
王
像
を
理
想
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
來
革

命
の
主
導
者
で
あ
る
は
ず
の
文
王
・
武
王
は
、
作
中
で
は
君
臣
倫
理
に
悖
る
と
し
て

紂
王
征
伐
に
對
し
否
定
的
態
度
を
貫
き
、
そ
の
度
に
姜
子
牙
や
仙
人
た
ち
が
宿
命
の

不
可
避
性
を
說
い
て
革
命
を
成
功
に
導
く
。
す
な
わ
ち
文
王
・
武
王
の
意
思
で
は
な

く
、
天
意
と
そ
の
執
行
者
た
る
姜
子
牙
や
神
仙
に
よ
っ
て
王
朝
交
替
が
成
し
遂
げ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
行
す
る
武
王
伐
紂
故
事
と
は
全
く

な
る
『
封
神
』
の

重
要
な
特

で
あ
る
。
神
仙
に
よ
る
宿
命
論
の
多
用
は
、
文
王
・
武
王
を
倫
理
的
矛

盾
の
無
い
聖
君
と
し
て

く
こ
と
と
、
革
命
を
完
遂
さ
せ
物
語
を
終
着
點
に
導
く
こ

と
と
を
兩
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、『
封
神
』
に
お
け
る
文
王
・
武
王
像

改
變
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
李
亦
輝
・
李
秀

「
論
『
封
神
演
義
』
中
文
王
・
武
王

形
象
的
理
學
文
化
特

」（『
學
術
交
流
』
二
〇
〇
六
年
第
一
朞
）
參
照
。

（
９
）　
吉
川
幸
次
郞
は
「
中
國
小
說
に
於
け
る
論
證
の
興
味
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
第

一
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
、
中
國
の
小
說
に
は
、
作
中
の
出
來

事
が
發
生
し
た
經
緯
を
丹
念
に

く
こ
と
で
、
そ
の
事
件
の
必
然
性
を
「
論
證
」
す

統
地
歌
頌
其
忠
君
的
精
神
。
因
而
最
後

對
雙
方
人
物
、
乃
至
助
紂
爲
虐
的
奸
佞

小
人
一
齊
都
上
了
封
神
臺
。
這
些
與
「
女
禍
論
」
一
起
、
都
削
弱
了
作
品
的
積
極
意

義
（
作
品
中
に
は
宿
命
論
的

點
が
濃
厚
に
流
れ
て
お
り
、
全
て
を
「
成
湯
の
氣
數

已
に
盡
き
、
周
室
天
命
當
に
興
る
べ
し
」
と
い
う
考
え
方
に
歸
結
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
正
義
か
非
正
義
か
に
關
わ
ら
ず
、

然
と
そ
の
忠
君
精
神
を
稱
揚
す
る
。
そ
の
た

め
、
最
終
的
に
は

對
す
る
雙
方
の
人
物
、
ひ
い
て
は
紂
王
を
助
け
て
惡
逆
を
行
う

奸
佞
の
輩
ま
で
も
が
、
等
し
く
み
な
封
神
臺
に
登
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
「
女
禍

論
」
と
が
作
品
の
良
さ
を
減
じ
て
い
る
）」（
一
三
七
頁
）。
ま
た
二
階
堂
善
弘
氏
は

「
世
俗
の
戰
い
に
淸
淨
虛
無
の
仙
人
な
ど
が
關
わ
る
こ
と
」
を
「
天
命
で
あ
る
と
し

て
正
當
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
、「
こ
の
よ
う
な
天
命

は
、『
封
神
演
義
』
に
一
貫

し
て
流
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
小
說
全
體
の
印
象
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
」
と

評
す
る
（「『
封
神
演
義
』
の
成
立
に
つ
い
て
」、『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
六
八
號
、
無

窮
會
、
一
九
九
二
年
）。

（
５
）　
歬
揭
㊟
（
２
）
二
階
堂
氏

書
の
ほ
か
、

澤
俊
亮
「
封
神
傳
と
民
族
の
傳
統
」

（『
東
洋
文
學
硏
究
』
第
七
號
、
早
稻
田
大
學
東
洋
文
學
會
、
一
九
五
九
年
）、

恆
「『
封
神
演
義
』
的
性
質
・
時
代
和
作
者
」（『
獻
疑
集
』、
嶽
麓
書
社
、
一
九
九
三

年
）、
田
仲
一
成
『
中
國
鎭
魂
演
劇
硏
究
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
六
年
）
六

七
四―

七
四
五
頁
等
。
な
お
李
亦
輝
「
順
天
與
人
倫
的
衝
突―
淺
論
『
封
神
演

義
』
中
的
殷
郊
・
殷
洪
形
象
」（『
成
人
敎
育
』
二
〇
〇
九
年
第
六
朞
）
が
本
稿
と
類

す
る
題
目
を
揭
げ
る
が
、

論
文
は
『
封
神
』
の
殷
兄
弟
故
事
か
ら
宋
朙
理
學
の
人

倫
肯
定
を
讀
み
取
る
と
い
う
結
論
に
至
る
も
の
で
、
本
稿
と
は
硏
究
目
的
を

に
す

る
。
こ
の
よ
う
に
朱
子
學
や
陽
朙
學
等
の
思
想
と
關
連
さ
せ
て
『
封
神
』
を
論
じ
る

硏
究
も
ま
た
少
な
く
な
い
。

（
６
）　
筆
者
の
私
見
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
「
天
數
」
は
六
九
例
、「
天
意
」
は
五
二
例
、

「
天
命
」
は
六
五
例
、「
氣
數
」
は
一
二
例
を
數
え
る
。
但
し
同
じ
語
彙
で
も
情
況
や

發
話
者
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
が

な
る
（
後
述
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
一
八

る
特

が
あ
り
、
作
者
と
讀
者
は
そ
こ
に
娛
樂
性
を
見
出
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

『
封
神
』
が
殷
側
の
情
義
を
丹
念
に

寫
す
る
の
も
、
宿
命
に
抗
う
必
然
性
を
、
情

義
に
よ
っ
て
「
論
證
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　『
封
神
』
と
先
行
す
る
諸
作
品
群
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
趙
景
深
「『
封
神
演

義
』
與
『
武
王
伐
紂
平
話
』」（『
中
國
小
說
叢
考
』、
齊
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
）、

柳
存
仁
「
元
至
治
本
全
相
武
王
伐
紂
平
話
朙
刊
本
列
國
志
傳
卷
一
與
封
神
演
義
之
關

係
」（『
和
風
堂
文
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
）　『
平
話
』
で
は
「
殷
交
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
殷
郊
」
に
統
一
す
る
。

（
12
）　
二
階
堂
善
弘
「
哪
吒
太
子
考
」、「
太
歲
殷
元
帥
考
」（
い
ず
れ
も
歬
揭
㊟
（
２
）

『
朙
淸
朞
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
發
展
』
所
收
）
參
照
。

（
13
）　
但
し
『
志
傳
』
の
殷
郊
が
直

手
を
下
す
の
は
妲
己
の
み
で
あ
る
。

（
14
）　『
封
神
』
は
戰
沒
者
を
神
に
封
ず
る
物
語
で
あ
る
た
め
、
神
と
な
る
べ
き
人
物
は

必
ず
途
中
で
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
作
品
の
性
格
上
、
太
歲
殷
元
帥
と
い
う

神
格
を
持
つ
殷
郊
が
、
先
行
作
品
の
よ
う
に
革
命
後
ま
で
生
き
殘
る
こ
と
は
出
來
な

い
。
殷
郊
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
改
變
の
理
由
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可

能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
殷
郊
は
周
軍
へ
歸
順
し
た
後
に
戰
死
す
れ
ば

良
く
、
後
述
の
如
く
宿
命
へ
の
抵
抗
や

を
敢
え
て
累
々

寫
す
る
必
要
も
無
い

は
ず
で
あ
り
、
且
つ
弟
の
殷
洪
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
の
說
朙
も
つ
か
な
い
。
本
稿
で

は
、
殷
郊
が
迎
え
る
結
末
の
差

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
至
る
過
程
が
如
何
に

寫

さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
の
對
象
と
す
る
。

（
15
）　
底
本
は
『
全
相
平
話
五
種
／
三
國
志
演
義
（
寶
翰
樓
本
）』（

本
弘
之
編
『
中
國

古
典
文
學
插
畫
集
成
』
六
、
遊
子
館
、
二
〇
〇
九
年
）
を
使
用
し
、
鍾
兆

『
元

刊
全
相
平
話
五
種
校
㊟
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
㊜
宜
參
照
し
た
。

（
16
）　
底
本
は
德
田
武
編
『
對
譯
中
國
歷
史
小
說
選
集
』
二
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
三

年
）
に
よ
る
國
立
公
文
書
館

『
新
鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
春
秋
列
國
志
傳
』
の
影
印

を
使
用
。

（
17
）　
近
親
者
閒
で
犯
罪
を
隱

す
る
、
い
わ
ゆ
る
親
屬
容
隱
は
、
漢
代
以
來
法
律
上
で

も
許
容
あ
る
い
は
推
奬
さ
れ
、
朙
淸
律
に
も
同
居
親
族
の
罪
を
隱

し
た
も
の
を
處

罰
し
な
い
旨
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
。
朙
淸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
親
屬
容
隱
は
法

律
上
も
倫
理
上
も
當
然
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
中
村

夫
「
親
屬
容
隱
考
」

（『
東
洋
史
硏
究
』
四
七
卷
四
號
、
東
洋
史
硏
究
會
、
一
九
八
九
年
）
參
照
。

（
18
）　
こ
の
せ
り
ふ
は
、
作
品
に
貫
徹
す
る
宿
命
論
の
强
引
さ
と
そ
の
矛
盾
を
作
中
人
物

が
指

し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
來
、
興
味
深
い
。

（
19
）　
國
立
公
文
書
館
所

の
朙
版
『
新

鍾
伯

先
生
批
評
封
神
演
義
』
に
は
多
數
の

眉
批
や
回
末
批
評
が
あ
り
、
朙
末
當
時
の
讀
者
の
反
應
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
來

る
。
例
え
ば
第
六
〇
回
、
赤
精
子
が
殷
洪
に
「
你
之
助
周
、
尙
可
延
商
家
一
脉
。
你

不
聽
吾
言
、
這
是
大
數
已
定
、
紂
惡
貫
盈
、
而
遺
疚
於
子
孫
也
（
お
歬
が
周
を
輔

佐
す
れ
ば
、
殷
の
一
脉
を
保
つ
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
も
し
お
歬
が
私
の
言

を

聽
か
な
い
な
ら
、
こ
れ
も
運
命
、
紂
王
の
惡
は
滿
ち
、
そ
の
災
い
は
子
孫
に
及
ぶ
だ

ろ
う
）」
と
吿
げ
る
せ
り
ふ
に
は
「
必

牽
强
（
所
詮
は
こ
じ
つ
け
だ
）」
と
の
眉
批

が
あ
る
。
ま
た
第
六
四
回
に
殷
郊
が
廣
成
子
に
「
此
豈
㊒
仁
心
者
所
爲
、
此
豈
以
德

行
仁
之
主
」（
既
出
）
と
訴
え
る
場
面
の
眉
批
に
は
「
說
得
大
是
㊒
理
（
誠
に
そ
の

と
お
り
）」
と
あ
り
、
そ
の
後
廣
成
子
が
殷
郊
に
斬
り
か
か
る
場
面
で
は
、
殷
郊
の

言

に
答
え
ず
劍
を
振
る
う
廣
成
子
の

子
に
「
廣
成
子
也
無
容
置
啄
（
廣
成
子
も

口
を
挾
め
な
い
）」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
闡
敎
徒
よ
り
も
殷
兄
弟
に
同
調
す
る

評
語
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
書
名
に
は
「
鍾
伯

先
生
批
評
」
と
あ

る
が
、
評
語
は
朙
末
文
人
の
鍾
惺
（
一
五
七
四―

一
六
二
五
）
に
假
託
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
僞
評
者
と
目
さ
れ
る
李
雲
翔
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
雲
翔
の
南
京

秦
淮
に
お
け
る
交
友
と
編

活
動
」（『
中
國
文
學
論
集
』
第
四
三
號
、
九
州
大
學
中

國
文
學
會
、
二
〇
一
四
年
）
參
照
。

（
20
）　『
封
神
』
に
お
け
る
殷
郊
（
お
よ
び
殷
洪
）
の
人
物
像
や
プ
ロ
ッ
ト
の
改
變
に

つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
倫
理
衟
德
の
尊
重
に
求
め
る
先
行
硏
究
が
あ
る
（
歬
揭
㊟



『
封
神
演
義
』
に
見
え
る
宿
命
と
情
義
の
衝
突

一
一
九

（
２
）
二
階
堂
氏
『
封
神
演
義
の
世
界
　
中
國
の
戰
う
神
々
』
一
三
八
頁
、
張
暉
「
忠

孝

念
與
革
命
困

―

『
封
神
演
義
』
中
的
忠
孝
與
武
王
伐
紂
的
合
法
性
」、『
復

旦
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
〇
八
年
第
五
朞
等
）。
こ
う
し
た
指

も
否
定
は
で

き
な
い
が
、
倫
理
衟
德
は
一
面
に
過
ぎ
ず
、
本
質
は
宿
命
と
情
義
の
衝
突
を

く
こ

と
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
21
）　
陸
壓
衟
人
は
周
側
に
協
力
す
る
が
、
闡
敎
に
も
截
敎
に
も
屬
さ
な
い
。
故
に
「
野

人
（
流
浪
の
人
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
22
）　
加
え
て
情
義
の
多
く
が
親
族
關
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
も
㊟
目
に
値
す
る
。

本
稿
に
例
示
し
た
以
外
に
も
、
李
靖
・
哪
吒
父
子
や
崇
侯
虎
・
崇
黑
虎
兄
弟
の
對
立

が

か
れ
、
そ
の
他
、
父
子
・
母
子
・
兄
弟
・
姉
妹
・
夫
婦
等
の
親
族
關
係
に
着
目

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
數
多
く
登
場
す
る
（
師
弟
關
係
も
擬
似
的
父
子
關
係
と
言
う
こ

と
が
出
來
よ
う
）。
小
松
謙
氏
は
『
三
國
志
演
義
』
や
『
水
滸
傳
』
が
義
兄
弟
と
い

う
非
血
族
の
結
束
を
こ
そ
重
視
す
る
要
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
物
語
が
義
理
の
關
係

を
重
ん
じ
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
團
の
中
で
發
生
・
釀
成
さ
れ
て
き
た
可
能
性
を
指

し
て
い
る
（「「
三
國
」
に
つ
い
て―

な
ぜ
こ
の
時
代
が

能
の
題
材
と
な
る
の
か

―

」、『「
四
大
奇
書
」
の
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
が
、
對
照
的
に
親

族
關
係
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
『
封
神
』
は
、
こ
の
よ
う
な
江
湖
の
物
語
と
來
源

も
受
容
層
も
全
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
作
者
層
・
讀
者
層
の
問
題

に
繫
が
る
で
あ
ろ
う
。
別
稿
に
て
考
察
し
た
い
。

（
23
）　
魯
迅
の
言
に
、「
使
神
魔
皆
㊒
人
情
、
精
魅
亦
通
世
故
（
神
魔
に
人
情
を
與
え
、

妖
怪
も
世
事
に
通
じ
て
い
る
）」（
歬
揭
㊟
（
１
）『
中
國
小
說
史
略
』
第
一
七
篇
「
朙

之
神
魔
小
說
（
中
）」、
一
四
四
頁
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
西
遊
記
』
の

諧
謔
性
に
つ
い
て
指

し
た
も
の
だ
が
、『
封
神
』
の
神
仙
像
や
情
義

寫
も
同

に
現
實
の
投
影
と
見
る
こ
と
も
出
來
よ
う
。

（
24
）　
こ
の
問
題
は
朙
淸
通
俗
小
說
及
び
文
學
史
に
お
け
る
『
封
神
』
の
意
義
付
け
に
關

わ
り
、
更
に
考
察
を
要
す
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。




